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【児童発達支援 アンケート結果の分析】
＜環境・体制設備＞
療育環境や職員体制では、いずれにおいても適正であるとの回答があった。生活空間の構造化や掲示物の工夫を

職員間で共通認識として持ち、活用できていたものと考えられる。

＜業務改善＞
保護者向けのアンケート調査とその公表、第三者による外部評価、研修の機会についてはいずれも適正に実施し

ていると回答があった。一方で、PDCAにおいては、少数ではあるが「どちらともいえない」との回答もり、今後の
課題として挙げられる。

＜適切な支援の提供＞
ほとんどの項目において適切に行えているとの回答が過半数であった。一方で、計画に基づき、共通理解をもっ

て支援における役割や工夫を実施できているかについては、少数であるものの「どちらともいえない」という回答
もあった。

＜関係機関と保護者との連携＞
関係機関との連携や情報の共有、障がいのない子どもとの交流、保護者との課題共有、ペアレントトレーニング

の項目について、概ね適正に行えているとの回答であった。しかし、関係機関との会議や連携、情報共有の体制に
ついて、「分からない」という回答が散見された。連携については固定の職員が対応しており、障害児通所支援事
業に関する福祉サービスの仕組みに関する情報提示が不十分であったと予想される。

＜保護者への説明責任＞
地域の方との交流自体はあるが、地域住民に向けたイベントや父母の会支援等は行っていないため、「どちらと

もいえない」と「いいえ」の回答が多く得られた。それ以外は過半数以上が適切に行えているとの回答が得られた。

＜非常時対応＞
すべての項目において過半数が適切に行えていると回答があった。一方で、食物アレルギーについては、少数で

あるが「どちらともいえない」との回答があり、改めて職員間で食物アレルギーに関する周知と研修を行う必要が
あると考えられる。



【放課後等デイサービス アンケート結果の分析】

＜環境・体制設備＞
療育環境や職員体制では、いずれにおいても適正であるとの回答があった。生活空間の構造化や掲示物の工夫を

職員間で共通認識として持ち、活用できていたものと考えられる。

＜業務改善＞
保護者向けのアンケート調査とその公表、第三者による外部評価、研修の機会についてはいずれも適正に実施し

ていると回答があった。

＜適切な支援の提供＞
ほとんどの項目において適切に行えているとの回答が過半数であった。一方で、標準化されたツールを用いた評

価については「いいえ」という回答も見られた。放課後等デイサービスの児童においても必要に応じて標準化され
た心理検査を行うことがあるが、検査は担当職員が行っていることもあり、共通の理解が得られていなかったこと
が要因として挙げられる。また、支援における役割分担について、「どちらともいえない」という回答もあり、今
後の課題として挙げられる。

＜関係機関と保護者との連携＞
関係機関との連携や情報の共有、障がいのない子どもとの交流、保護者との課題共有、ペアレントトレーニング

の項目について、概ね適正に行えているとの回答であった。しかし、該当児童や該当するシチュエーションがない
にも関わらず、「はい」と回答している箇所もあり、障害児通所支援事業に関する福祉サービスの仕組みに関する
情報提示が不十分であったと予想される。

＜保護者への説明責任＞
地域の方との交流自体はあるが、地域住民に向けたイベントや父母の会支援等は行っていないため、「どちらと

もいえない」と「いいえ」の回答が多く得られた。それ以外は過半数以上が適切に行えているとの回答が得られた。

＜非常時対応＞
すべての項目において過半数が適切に行えていると回答があった。



【改善策】
アンケート結果を振り返ると、当事業所は該当しない項目を除き、ほとんどの項目で高い評価を得ることができた。その反面、

障害児通所支援の全般的なサービス内容や仕組みについての理解が不十分であることが課題として挙げられた。

以上を踏まえ、さらなるサービス向上を図るため、以下の点について事業所内で検討した。

①制度やサービス内容の理解の強化

虐待防止や衛生管理、ハラスメント防止等の基本的な研修に加え、事業所内で設けている規定についての研修を随時行ってい
た為、その点についての理解は改善が見られた。一方で、制度に関する理解は、知識が十分に定着していないことが確認された。
児童発達支援・放課後等デイサービスの運営ガイドラインに関する研修を事業所内におけるサービス内容と紐づけながら再度行
い、知識の定着を図っていくこととする。また、特定の職員が担当する業務についても、情報の共有を心掛け、より深い理解へ
とつなげていけるよう尽力する。

②情報共有の強化

現在、朝礼や終礼等において定期的に支援方針やその内容について共有や改善に向けた話し合いを行い、支援の方向性につい
てすり合わせを行っている。しかし、他業務との兼ね合いから、話し合いの内容が大枠でとどまってしまうことも多く、具体的
なシチュエーションについてすり合わせを行う時間が十分とれていなかった可能性があるものと推察される。その為、情報共有
の時間を意識的に設けるほか、各職員の支援力を向上させることで支援の方向性のすり合わせがスムーズに行えるよう、研修の
場を積極的に設ける。また、支援方針については、引き続きケース検討会議でより広く意見を求め、従業員全体が同じ支援方針
で療育を進めていけるよう仕組みづくりを強化していく。
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